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会　　　長　　竹　内　　　弘 世田谷区長　　熊　本　哲　之

　新年明けましておめでと

うございます。

　皆様にはお健やかに輝か

しい新年をお迎えなされた

ことと、お慶びを申し上げ

ます。

　日本の社会は、きわめて

早いスピードで少子高齢化

が進行しておりますが、そうしたなかでシルバーを

通じて生きがいのある人生に誇りと喜びをもって活

動をしておられる会員の皆さんを、社会の宝として

受け止めたいと思っております。

　さて、シルバー人材センターの昨年は、さまざま

な出来事がございました。先ずは政府による事業仕

分けで、国の補助金がカットされたことに始まり、

長引く経済不況の中で、企業の受注減や、入会者の

増大など、厳しい運営をせまられたこと、又嬉しい

こととして、皆様方のご協力により就業実績が順調

に推移したことや、区営駐輪場の向こう五年間の指

定管理者の再指定を頂いたことなどがありました。

　また今年は、公益法人改革のスタートの年となり

ます。四月以降「新公益法人」として活動を開始い

たします。役員数の半減や責任の増大、会計処理の

変化等大きく運営方針が変わりますが、新役員はも

とより、会員・事務局の皆様の絶大なご協力によっ

て公益社団法人世田谷区シルバー人材センターとし

ての未来を切り開いて参りますのでよろしくお力添

えをお願い申し上げます。

　年頭にあたり、会員の皆様のご健勝とご多幸を祈

念いたします。

　明けまして、おめでとう

ございます。

　シルバー人材センター会

員の皆様には、お健やかに

新年をお迎えのこととお慶

び申し上げます。

　さて、日本経済について

は、景気の低迷が続く中、

区民生活への影響の拡大が心配され、一日も早い景

気回復を願っているところです。こうした中、私は、

安全・安心のまちづくりをはじめ、みどりの創出・

保全、健康づくり、子育て支援など、区民生活を支

える施策に積極的に取り組み、「いつまでも住み続

けたい魅力あふれる安全・安心のまち世田谷」の実

現をめざしております。引き続いて、本年も区政へ

の一層のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

　世田谷区シルバー人材センターにおかれましては、

「自主・自立、共働・共助」の基本理念のもと、会

員の皆様が、活力ある地域社会づくりに貢献されて

おられることに改めて敬意を表します。

　本年も、会員の皆様が、これまでの知識や経験を

いかし、働くことにより、生きがいと健康づくりを

すすめるとともに、地域社会の発展を支えてくださ

るよう期待しております。

　結びに、シルバー人材センターのさらなるご発展

と会員の皆様のご健勝を祈念いたしまして、新年の

ご挨拶といたします。

【（社）世田谷区シルバー人材センター名誉会長】

２０１１年　　　年頭に当たって
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ワークシェアリングをさらに推進!!

22年度班長研修会 地域班の役割とその活動 会員部会

ワークシェアリングをさらに推進!!
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　平成22年度班長研修会が10月14日（木）烏山区民会館

と10月28日（木）世田谷区民会館別館「三茶しゃれなあ

ど」でそれぞれ開催されました。植田会員部会長の

開会挨拶の後、竹内会長の『地域班の役割と活動』

と題して組織図をもとに講話があり、公益法人認定

に向けての現状報告、23年度からの区駐輪場の指定

管理者の進捗状況、烏山地区で「あったかさぽーと」

を試験的に行う計画について等の説明がありました。

続いて「組懇親会の出席率を高めるには」のテーマ

でグループディスカッションが行われました。各グ

ループとも、各人が組懇親会の様子を発表するなど

活発な意見交換が行われ、最後にグループリーダー

の発表がありました。

　懇親会を魅力ある懇親会にする方法の一つとして、

警察署・消防署・介護関係の人を講師として招き、

講演会を開き、身近な問題を取り上げて講演しても

らう。100円ショップでお土産になる様なものを買っ

て出す組もあり「行ってみよう、行ってみたい」と

いう気持ちになってもらう事が大事だと言うことで

意義ある懇親会の様子がうかがえました、休憩を挟

んで質疑応答があり研修会が閉会となりました。

22年度班長研修会 地域班の役割とその活動

懇親会を魅力あるものにしよう

会員部会

―３―



安全委員会からのお知らせ

22年度　一般会員研修会　３地域で開催22年度　一般会員研修会　３地域で開催

【「事故０」をスローガンに健康管理も万全に】

－マナーの向上が信頼を－

　記録づくめの夏もやっと終り、会員の皆さんには、

猛暑の中、健康管理には色々とご苦労されたことと

思います。冬を迎え朝晩の気温が急激に変化してい

ます、猛暑で消耗した体力を回復して、これからの

季節に備えてください。既に区からインフルエンザ

予防接種の通知が届いている方もおられると思いま

す。「風邪は万病のもと」予防接種も大切なことで

す。健康管理に万全を期してください。

　７～９月の３ヶ月間に事故が多発しています。本

年度初め「事故０」をスローガンにスタートしまし

たが、なかなか達成は出来ません。

　９月に実施した安全委員全員による「安全パトロ

ール」の際には、訪問先で就業会員の皆さんから「就

業中の安全」「健康管理」等について有意義なお話

を聞くことが出来ました。

　「健康管理」「交通安全」「安全就業」を各人十

分認識して頂き、健康と安全は全てに優先すること

を再確認して行動してください。

    　　　　　安全委員会　委員長　今井　　豊

年月日
時間

性 年
就業区分

（就業場所等）
事故発生状況 傷害の内容 入・通院日数

就 業 中　５件      就業途上 　１件      そ の 他  　０件      合　　計　　 ６件

22.４.10
８：50

22.８.27
10：30

女

男

75

67

就業途上
室内の清掃

就業中
公園の巡回
点検業務

自転車で巡回中、坂の上から勢いよく走ってき
た自転車をよけるために停止した際に、バラン
スを崩し左側に転倒した。

就業先に向かうため自宅より徒歩にて駅に行く
途中、路面状態の悪い所があり、そこで躓いて
転倒した。その際左手を地面に強くついた。

左手首骨折
左肩打撲

左ろっ骨骨折
左右足ねんざ

22.９.15
10：00

男 74
就業中

マンション
清掃

玄関フロアの床をモップで拭き掃除中、腰に痛
みが走った。次第に痛みが強くなり、30分後、
タクシーで帰宅し病院へ行った。

ギックリ腰

入院４日
通院47日

平成22年度 傷害事故発生状況 （平成22年４月１日～平成22年11月30日）

安全委員会からのお知らせ

22.９.28
９：00

女 68
就業中

シルバーパス�
更新事務

会場設営を行っている途中、机を持ち上げ移動
させようとした際、机の下のローラーが滑って
机が倒れ、右足の指にあたった。

右足人差し指
・中指・薬指の
骨折

22.10.20
８：30

男 62
就業中
植木の�
剪定作業

ツバキを剪定し、剪定後に枝をまとめたり、葉
の清掃をして作業を終えた。就業中は気付かな
かったが、茶毒蛾にさされた模様で、翌日の午
前中にかゆみとかぶれが発症した。

首・胴体
・手足のかゆみ
・かぶれ

22.10.４
８：00

男 80
就業中

公園清掃

前日から降った雨による水たまりに足を滑らせ
て転倒。その際、左手を地面についた反動で全
身の体重がかかり、左手首を骨折した。

左手首骨折

　11月15日、16日、17日３日間、等々力・宮坂・

烏山に分かれ、平成18年度入会会員に絞り、それ

ぞれ10名・24名・19名の出席者で開催された。

　入会５年目、初心忘るべからず、と竹内会長よ

り現状と最近の話題を、さらにマニュアル「働く

よろこび・会員のマナー」を配布。猪狩講師の、

対人関係を表現技術ととらえて魅力あるシルバー

会員の自己評価を高め、意識して上手に対処され

るようにとの講義。グループに分かれての事例研

究として対策を話し合った。

玉川

世田谷・北沢

砧・烏山

通院28日

通院27日

通院１日

―４―



家事援助サービス便り

事業の発展拡充をめざして 全国経験交流大会

　平成22年度全国経験交流大会が、10月のシルバー

人材センター事業普及啓発促進月間行事の一環とし

て、10月20日（水）、中野サンプラザで開催されました。

例年通り征矢紀臣会長の開会挨拶に続き、労働ジャ

ーナリストの飯田康夫氏が「シルバー人材のきのう、

きょう、あす」をテーマにした特別講演がありました。

　シルバー人材センターの過去の歴史を見ることに

よって、未来への道が拓けてくる…

　ジャーナリストならではの視点から分析した、セ

ンターの姿と言うものが明確に伝わってくる講演で

した。

事例発表

①　新公益法人移行への

　具体的な取り組みにつ

　いて。

　（公社）三鷹市シルバー

　人材センター

②　派遣事業の積極的な取り組みについて。

　（社）鳥取県シルバー人材センター連合会

③　企画提案方式による事業の展開と展望。

　（社）八代市シルバー人材センター

　それぞれの事例が発表されました。

事業の発展拡充をめざして

　第32回「いきいきせたがや文化祭」が10月21日、

22日の２日間にわたり世田谷区民会館で開催され

ました。実行委員会を代表して当センターの田村

副会長の開会の辞のあと宣言文が朗読され、文化

祭が幕を開けました。

　演芸大会をはじめ作品展示会、体験コーナーや、

世田谷振興券の抽選など盛りだくさんな文化祭と

なりました。当センターも作品展示や演芸に参加、

活動ぶりをアピールするとともに、役員全員も実

行委員はじめ協力員として裏方で活躍、世田谷区

シルバー人材センターの啓発につとめました。

全国経験交流大会

　閑静な住宅街にひと際目立つ赤い鳥居。私ど

も会員にはお馴染みの世田谷八幡宮です。社伝

によると平安時代初期、源義家が戦いの帰り途、

戦勝を祝して弓矢と旗を納めて勧請したのが始

まり。後に世田谷城主、吉良頼康が氏神を崇敬

して太刀を一振り納めたとも言われています。

　この神社は昔から奉納相撲が有名で毎年秋の

大祭にあわせ、奉納相撲がおこなわれています。

　朱塗りの鳥居の右手に厳島神社があり、傍ら

の池のほとりには藤棚が彩りをそえています。

センターの帰り途、ちょっと足を止めてお参り

してみませんか？昔、男達が力を競いあった力

石、御神域を守る狛犬さま。知恵や財福をもたら

して下さるといわれている厳島神社が心のゆと

りを与えてくれます。（世田谷線宮坂下車２分）

表紙説明　世田谷八幡宮表紙説明　世田谷八幡宮表紙説明　世田谷八幡宮

　家事援助サービス委員会は11月19日（金）に家事援助

を希望する主に未就業の会員さんを対象に、コップ

洗いや蛇口回りの掃除に便利な「花の形のアクリル

ブラシ」を作りました。11名の参加者が色とりどり

の毛糸で花形を編みました。おしゃべりに花を咲か

せ、家事援助についての現状や各相談、質問等も行

い、新たな就業先が見つかった方もありました。

第32回 いきいきせたがや文化祭

―５―



　世田谷ボランティアセンター主催「秋のリサイク

ル市」への協力活動。

１．ポスターを貼る活動

　○参加者（50音順）衣笠俊一、斉田旭男、染矢明睦

　　　　　　　　　中村正行、前橋　允。

　○活動日時：11月17日（水）午前10時ボランティアセ

　　ンターに集合後、冷たい雨の中、指定の掲示板

　　へ向かいました。

２．リサイクル市場来場者の自転車を誘導
　○参加者（50音順）天野孝俊、斉田旭男、瀬戸康弘

　　　　　　　　　田村　進、森川　信。

　○活動日時：11月25日（木）午前10時～午後２時

　　ボランティアセンターの駐輪場で活動する。

３．ポスターを剥がす活動

　○参加者　ポスター貼りの参加者と同じメンバー

　　　　　　（５名）。

　○活動日時：11月26日（金）～12月４日（土）実施。

クラス 曜日 開始・終了時間 初日 最終日 休　み 回数 講習料�
３ヶ月分

講師名

Ａ フランス語 月 13時～15時 １/17 ３/14 １/３、１/10、３/21、３/28 ９ 6,000 酒井　美奈

石田　星子9,000Ｂ 初心者書道 月
15時30分～
　17時30分 １/17 ３/14 １/３、１/10、３/21、３/28 ９

Ｃ 書　道 火 10時～12時 １/11 ３/22 １/４、３/29 11 6,000 松島　綾子

Ｄ 観光英語 火 13時～15時 １/11 ３/22 １/４、３/29 11 12,000 服部千鶴子

Ｅ スペイン語 火 15時30分～�
　17時30分

１/11 ３/22 １/４、３/29 11 12,000 荻野　雅司

Ｆ 楽しい茶道教室�
（立礼）裏千家

水 10時～12時 １/12 ３/16 １/５、３/23、３/30 10 9,000 村中　道子

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

世田谷史

英字新聞を読む

行　書

イタリア語

やさしい
実践的英会話

水

水

木

木

金

13時～15時

15時30分～�
　17時30分

10時～12時

15時30分～�
　17時30分

15時30分～�
　17時30分

２/２ ３/16

１/12

１/13

１/13

１/７

３/23

３/24

３/24

３/18

１月全部、２月３月は
第２と第４と第５水曜日

１/５、３/30

１/６、３/31

１/６、３/31

２/11、３/25

４

11

11

11

10

4,000

12,000

12,000

15,000

15,000

酒井東海雄

髙山　則男

齋藤日路美

下条　正隆

竹下　　亨

カルチャー教室日程表　平成23年１月～３月

ボランティアグループ活動便り

あなたも参加してみませんか　「東京大マラソンのボランティア」　募集

次のような活動をしています

ポスター貼りのボランティアグループ

１．期　日　平成23年２月27日（日）　（12：00～14：30）

２．場　所　有明イーストプロムナード　　

３．作　業　ゴミの分別指導

４．連絡先　シルバー事務局　TEL：3426-9211　FAX：3426-9505

　　　　　　　＊前回は31名参加ありがとうございました。

カルチャー教室日程表　平成23年１月～３月
お問い合わせはセンター事務局　3426－9211のカルチャー担当まで

※① この会館は世田谷区の所有物件ですので、世田谷区から年度途中において利用制限が行なわれる可能性がありますことをご了承ください。　

　　 その場合、他の代替処置が不可能な場合は、残りの講習日数に基づき講習料金を生徒の皆様にお返しすることにいたします。　

　② 講師の先生が病気または不測の事態により講義が行なえなくなり、補講（最終日は必ず予備日）で補えない場合は、残りの講習日数を勘案して、お預か

　 　りしている講習料金を生徒の皆様にお返しすることにいたします。　

 　　尚、担当の先生が次期以降の講義が行なえない場合で、講座再開の見込みが無い場合は、その講座を廃止させていただきますことをご了承ください。

　③ 11月15日号の区報に載ったものです。空きがあればクラスに入学できます。　

　④ Ｂ、Ｄ、Ｅ、Ｆ、Ｈ、Ｊ　は若干の人数の余裕がございます。（11月末時点）



�

　　　　　　　　　　若林組　佐々木　将　行

　法務局世田谷出張所の交通整理�

業務を昨年終えました。４人でロ

ーテーションを組んでの就業でし

た。私は２年間、週１回の就業で

したが、３年目は週３回となりま

した。立ちっぱなしなので、さす

がに足腰に疲れを感じましたが、振り返ってみると、

とてもやりがいのある楽しい時間でした。「ご苦労

様です！」と声をかけてくれるお客さん。暑い日、

寒い日には飲み物を差し入れてくれました。近所の

可愛い小学生は、学校帰りにいつも「ただいま！」

と挨拶してくれました。毎日の子供たちの成長ぶり

を見るのも楽しみのひとつでした。もう会う機会が

ないだろうと思うと、ちょっとさみしいです。楽し

く思い出多い３年間を過ごさせてもらいました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
 �

�

　　　　　　　　　　　砧組　福　田　弘　子

　ある夏の夕暮れに自動車事故に遭い、その時点で

時計の針はストップ。その後の私を、もう一人の私

が上空から見下ろしていると言う体験をしました。

周辺の状況もはっきり見えました。沢山の野次馬、

警官、救急隊の人達がもう一人の私をとり囲んでい

ました。私は暗闇の中を延々と歩き続け、ハッと気

づいた瞬間、医師の呼びかける声が聞こえてきまし

た。繰りかえされる呼び声と心臓マッサージで、あ

の世とこの世の狭間を行きつ、戻りつし、昏睡状態

に陥りながらも生還できました。生命の大切さを深

く感じるとともに、生きる事の尊さを改めて実感し

ています。現在の世相では、余りにも命が軽視され

ているように思われます。命あってこそ、沢山のお

仲間と一緒に、シルバー人材センターから紹介され

たお仕事ができるのだと、幸せを噛みしめている今

日このごろです。

�

　　　　　　　　　  松原組　松　南　美代子

　朝コン！昼コン！ってご存知ですか？『朝のコン

サート』『昼のコンサート』のことです。昔、渋谷

の歌声喫茶で歌っておられたお二人が、伴奏と司会

を受け持たれ、「ともしび」「日本と世界の愛唱歌

集」からリクエストされた歌を皆で歌う場所があり

ます。青春時代のほろ苦い思い出、悲しく辛かった

時に口ずさんだ歌、子供と一緒に歌った歌、全ての

歌が懐かしい世界に運んでくれます。自分の好きな

歌がリクエストされていると心が弾みます。

　リードして下さるお二人の、歌にまつわるエピソ

ードや掛け合いも絶妙で、来場の人々を楽しませて

くれます。

　その時の季節に相応しい歌のリクエストがあり、

しばし日常から遠ざかるひと時は、私の貴重な宝物

です。歌は聴くばかりでなく、声を出して歌ってこ

そ輝くのではないでしょうか。「昼コン」が日常の

忙しさを忘れさせてくれます。また明日から明るく

元気に…

楽しかった３年間

“生命”奇跡の体験

朝コン！　昼コン！

ごきげんポーズ
前田会員の愛猫”華ちゃん

ごきげんポーズ
前田会員の愛猫”華ちゃん

　秋晴れに恵まれた11月12日（金）、広報活動啓発月間

の一環として、区役所から世田谷通りを経由し上町

までの約２キロのクリーン作戦を実施しました。

　前号会員のページ　前田眞貴子様の投稿「華の歯磨き
タイム」の掲載写真が誤って掲載されました。正確には
以下の写真でした。訂正してお詫びいたします。

広報委員会のボランティア活動



編集後記

会費納入のお願い
事務局

だより

●配分金振込日予定●

１月分　２月14日（月）

２月分  ３月11日（金）

３月分　４月13日（水）

高齢者にふさわしい仕事をご紹介ください

高齢者が「社会参加」を求めています。
生きがいのある仕事をご紹介してください。
センターが責任をもって実現します。

生きがいとたのしい仲間が待っています

現在約2800人の会員がいます。仕事だけで
なく趣味（カラオケ、ゴルフ、カメラ、ボ
ランティアなど）のグループもあります。

問い合わせ　℡（０３）３４２６－９２１１　宮坂本部

…… みんなで会員を増やして地域に貢献 ………… みんなで会員を増やして地域に貢献 ………… みんなで会員を増やして地域に貢献 ……

会費納入のお願い

　平成22年度の会費（年額１,000円）

が未納の方は、早急に宮坂本部また

は支部にお納め下さい。

定期総会開催日のお知らせ

事業実施状況

(平成22年10月末現在)

　会員数　 男  2,084人

　　 　　  女　  764人

     　　  計  2,848人

　受託件数 　 11,342件

　契約金額　　　　　　

  　　　 716,921,574円

  第61回定期総会を平成23年３月29日（火）13時30

分より、世田谷区民会館ホールにおいて開催い

たします。61回定期総会は、主に23年度の事業

計画及び予算等をお知らせする総会です。開催

通知や議案内容等の資料は３月に入ってご送付

いたします。

＝ 第61回 ＝

参加ご希望の方は、ご連絡下さい。

電話　03-3704-0748　鈴木

　　　03-3410-5535　田村

当日は開催通知書の封筒をご持参下さい。

なお封筒は会場受付にお渡し下さい。

会員の
相談窓口

宮坂本部にて

午前10：00～12：00

午後１：00～３：00

相談日

１月11日（火）

２月７日（月）

３月７日（月）

新年あけましておめでとうございます。

　第２次５ヵ年計画として、また新組織への変更

に伴う対応などで問題は山積しています。すべて

前進あるのみとして、会員数も3000人を超すこと

も必定。そのエネルギーをどう生かすか、生きが

いと、健康、安全への配慮等欠くことが出来ませ

ん。これも各会員と事務局、理事の一心同体で築

き上げ、元気な仲間づくりに尽力いたしましょう。

住みよい世田谷、明るい世田谷を目指して。

◇

23年度も紙面の充実を図ります。

（広報委員会　編集スタッフ一同）

　会員の心得、センター就業の仕組み、傷害保険の

あらまし、万一就業先で事故にあった時、問い合わ

せ先、かかりつけの病院名などを記入する欄もあり

　　　　　　　　　ます。安全就業の心得、応急処

　　　　　　　　　置等のさまざまが細かく書いて

　　　　　　　　　あります。月毎、日毎の記帳が

　　　　　　　　　でき、別冊アドレスブックが添

　　　　　　　　　えられています。

　　　　　　　　　　会員特別販売価格200円（定価

　　　　　　　　　330円）部数に限りがありますの

　　　　　　　　　で、お早めに。宮坂本部、粕谷

　　　　　　　　　支部でお求め下さい。

　配分金振込みは支払日に指定口座へ入金されますが、

給与振込みとちがい、すべての口座へ午前中に入金され

るわけではありませんのでご了承下さい。

平成23年版会員手帳販売しています

日頃の健康維持のために

ボウリング同好会会員募集

―８―
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